
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

最終目標値は達成できなかったが、今後も水環境の整備に努め、人口減少率の抑制に寄与していきたい。

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

3 1

-0.7% -0.6% H31 -0.66% △指標３ 人口減少率の抑制 -0.7% H25 -0.6% H29

⑦今後の方針等
本地域再生計画においては、ほぼ円滑に事業は進んでいるが、公共下水道区域内水洗化率の最終目標値が達成できなかった状況であり、引き続き本地域再生計画を活用してより一層の汚水処理施設の整備の推進を図り、水質の安全性や快適な生活環境を確保
したい。

④評価方法 各種事業担当課による評価を行い、環境審議会を開催し、最終目標値の実現状況に関する報告を行う。

⑤事後評価の公表方法 鹿沼市ホームページに掲載

⑥計画全体の総合評価 本地域再生計画においては、汚水処理施設整備交付金を活用した下水道整備と浄化槽整備を一体的に整備しており、最終年度の目標値は一部達成できなかったが、汚水処理人口普及率は向上しており事業実施の効果はあるものと考えている。

市の各施設や各イベントで補助金の周知を行い、設置費用を補助することで雨水活用の推進を図ることができた。

計画外で独自に実施した
事業

その他の事業

環境美化活動
毎年5月、9月に「環境美化の日」を定
め、清掃活動を実施した。

自治会等による年2回の清掃活動の実施により、きれいなまちづくり運動の推進を図ることができた。

環境学習の推進 環境講演会等を実施した。 実施により市民の環境意識の高揚、環境教育の充実を図ることができた。

雨水活用の推進
雨水浸透桝、雨水貯留槽の設置費用を
補助した。

計画通り公共下水道の整備を進めたため、汚水処理人口普及率の向上につながった。

汚水処理施設整備交付金
（個人設置型浄化槽）

1050基 285基 466基 市街化区域への人口の流出による人口減少や世帯の高齢化により転換が進まず目標達成出来なかった。
特別措置を適用して行う
事業

汚水処理施設整備交付金
（公共下水道）

5,000m 3,097m 5,050m

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H29）

最終実績

指標２

H31 94.3% △93.7% 96.0% 最終目標値は達成できなかったが、数値は伸びているので、今後も普及促進に努めていきたい。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

指標２
水洗化の普及促進
（公共下水道区域内水洗化率）

93.0% H25 95.0% H29

事後評価

87.1% H31 88.0% ○ 汚水処理施設整備推進交付金の活用により、公共下水道の整備を進めることで最終目標値を達成した。H29

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況
中間目標値 最終目標値

指標１
汚水処理施設の整備の促進
（汚水処理人口普及率）

82.5% H25 86.0%

基準値

86.3%
指標
総数

達成
数

地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）事後評価調書

栃木県 鹿沼市 鹿沼市「清流のふるさと」再生計画

平成27年度～令和元年度 鹿沼市環境部下水道課長

指標


